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AR/VRで心を豊かに、未来を身近に

メタバースサービス【OneVR】
ご説明資料
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OneVRとは
OneVRは、法人・自治体・教育機関・各種団体向けに設計された、ブラウザベースのメタバースプラットフォームです。

スマートフォン・PC・VRゴーグルなどのマルチデバイスに対応しており、アプリのインストール不要で誰でも簡単に参加でき,
就職イベント、説明会、研修、交流会、展示会など、さまざまなシーンでの活用が可能です。

また、ブラウザベースでありながら、基本機能に加えてAIアバターや自動翻訳機能、リアルタイムアンケートなどの豊富な機能を備えており、
目的や利用シーンに応じた柔軟な設計・運用が行えます。

最大同時接続人数は300名と、大規模イベントにも対応可能です。

オンラインでありながら、リアルに近い「交流できる場」を実現します。
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距離に応じて音量が変化

ユーザー同士の距離に応じて音量が変化し、
実に近い自然な会話が可能です。

権限を持つユーザーにて、一般ユーザーの
音声会話を制限することもできます。

メガホン機能

自分から離れた場所にいるユーザーに対しても、
ルーム内のすべてのユーザーに音声を

届けることもできます。

プライベートの音声会話

プライベートゾーン内での会話は、ゾーン外には聞こ
えないため、個別の相談が可能です。
不要な立ち入りを防ぎたい場合は、
プライベートゾーンにロックをかけて

プライバシーを確保することも可能です。

プライベートゾーンは
青枠で表示

ゾーン内と外では会話不可

プライベートゾーンの中に入る
と枠の色が緑に変化

メタバースの機能紹介①

■メタバースの動作環境

• スマートフォン（Android／iOS）、タブレット（Android／iOS）、PC （Windows／Mac）、VRゴーグル等の
マルチデバイスに対応

• アプリ不要のブラウザ型（Google chrome／Firefox／safari）
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ユーザー同士のテキストチャット

同じ空間に入室しているユーザー同士で
テキストチャットが可能です。

ゾーン内テキストチャット機能

音声会話と同様、プライベートゾーン内にいるユー
ザーとだけテキストチャットをすることができます。ゾーン
の外にいるユーザーはチャットの内容を見ることはでき

ません。

個別テキストチャット

同じ空間に入室しているユーザーを
ユーザー一覧から選択し、任意のユーザーと
1対1の個別でチャットをすることができます。
※個別チャット機能を使用する場合は、
アカウント登録を行う必要があります。

メタバースの機能紹介②
■テキストチャットでの会話機

■強制退出機能
• 権限を持つユーザーに限り、他人を攻撃する発言などの不適切な参加者を強制退出させることができます。
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人型アバター

顔・目・肌・髪・服・装飾品などの色や形を自由に組
み合わせることができ、

無数のバリエーションから自分だけのアバターを作成
できます。

ロボット型アバター

10色の中から色を選ぶだけでアバターを
作成できるため、細かく拘らずに

手軽に始めたい方にも適しています。

メタバースの機能紹介③

■アバター
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リアルタイム共有

メタバース空間内のパネルに、参加者や企業担当者の
Webカメラ映像を投影することができ、

顔を見ながらコミュニケーションを行うことができます。
自己紹介や対話に活用でき、対面に近い雰囲気も再現可能です。

また、TeamsなどのWeb会議ツールのように画面共有も
可能で、資料や動画などをリアルタイムで共有できます。

ホワイトボートを活用してメモ書きなども行うことができます。

展示

画像・動画・PDF・3Dモデルなどの資料展示が可能です。

出展法人には一定の権限を付与することで、
各自のブース内に自由にコンテンツを設置することができます。

またサイトをメタバース空間内で直接閲覧することができます。
多くのメタバースが別タブでのリンク表示となるのに対し、
当社のメタバースは空間内での閲覧に対応しており、

ユーザーの離脱を防ぐ導線設計が可能です。

動画の投影

資料の展示

3Dモデルの展示

webサイトの展示
メタバース内で閲覧が可能

メタバースの機能紹介④
■情報の共有



© 2026 vartique Inc 6

基本の移動

スマートフォン・タブレット ： 
画面左下に表示されるジョイスティックで移動、画面

右下を指をスライドで視点切替が可能です。

PC ： 方向キーまたはawsdキーで移動、
タッチパッド・マウス・qeキーで

視点切替が可能です。

VRゴーグル ：コントローラーのジョイスティックで移動、
視点の切替が可能です。

GoTo（ワープ）機能

予め設定した場所に瞬間移動することが
できます。法人ブースに設定した場合、
参加者は迷うことなく瞬時にブースへ

行くことができます。

また入室ユーザー一覧から対象ユーザーを
選択すると、そのユーザーの目の前に
瞬時に移動することが可能です。

困っている参加者へ支援スタッフがすぐに
駆け付け、サポートすることも可能です。

強制集合機能

空間内の各所にいるユーザーを、
一斉に自分の周囲へ呼び寄せることが可能です。

全体をスムーズに集合させたい場面で有効です。

スマホはジョイスティッ
クで操作可能

メタバースの機能紹介⑤
■移動方法
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絵文字

スマートフォンで使用される絵文字と同程度に豊富な
バリエーションの絵文字を用いて、直感的な意思表示が可能です。

モーション

「手を上げる」「手を振る」「拍手をする」「踊る」といったアバターのアクショ
ンにより、感情や意思を表現することもできます。

メタバースの機能紹介⑥
■リアクション機能

■全体へのアナウンス機能
• ルーム内のユーザーの画面にメッセージをポップアップ表示させることができます。
• 各ユーザーが「終了する」ボタンを押すまで表示されるため、確実に全員に内容を伝えることが可能です。
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メタバースの機能紹介⑦

■リアルタイムアンケート
• リアルタイムでアンケートを実施でき、ユーザーの回答結果は即座に円グラフで可視化されます。
• アンケートとしてではなく、クイズとしても活用ができます。

■クロマキー機能
• グリーンバックで撮影したリアルな人物を登場させることも可能です。
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カテゴリごとに質
問が可能

管理者に質問の通知が来る

誰が何の質問をしているか
確認が可能

メタバースの機能紹介⑧

■ステータスの設定
• ユーザーは自身の状況をステータスに入力することで、参加者に「離席中（13:35頃に戻ります）」「対応可能」などの情報を伝えることが

できます。
これにより、担当者が一時的に不在の場合でも、現在の状況を可視化でき、機会損失を防ぐことが可能です。

■質問機能
• ユーザーは管理者に質問をすることができます。
• 質問ボタンをクリックすると、質問のカテゴリを選択することができます。
• ユーザーから質問があると、管理者に通知が入り、誰から質問があったのかを確認することができます。
• その後、GoTo機能を使うことで、ユーザーの近くへ移動しサポートすることも可能です。



© 2026 vartique Inc 10

メタバースの機能紹介⑨
■AIアバター
• AIアバターと会話をすることができます。
• スタッフがいなくても質問や相談なども可能となります。

■自動翻訳
• メタバース内に同時翻訳機能を導入することで、日本語に不安のある外国籍の方も気軽に参加できる環境を実現します。
• 対応言語は30か国語以上にのぼり、多様な背景を持つ方もサポート可能になります。
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メタバースの機能紹介⑩ オプション

■エリア訪問時の通知
• 任意に設定したエリアにユーザーが近づくと、指定したメールアドレスへ入室の通知を送ることができます。
• これにより、担当者が一時的に不在にしていても、参加者の訪問を知ることができ機会損失を防ぐことができます。
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